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高原水車友の会 

高松市六条町672 

高原水車場 

髙
原
水
車
友
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通
信
（
第
１
２
号
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◆
第
６
回
総
会
を
開
き
ま
す
。 

―
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す
◆ 

会
場
で
会
費
の
集
金
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

                   

■
高
原
水
車
友
の
会
第
６
回
総
会
お
知
ら
せ
…
１ 

■
か
ま
ど
の
修
繕 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

…
１ 

■
屋
根
瓦
と
軒
先
の
修
繕 

 
 

 
 

 

…
２ 

■
林
小
学
校
３
年
生
の
水
車
見
学
…
…
２-

３ 

■
愛
媛
県
内
子
町
石
畳
地
区
か
ら
見
学 

…
４ 

■
な
つ
か
し
い
人
た
ち
の
訪
問 

 
 
 

 

…
４ 

■
ま
ち
づ
く
り
賞 

会
誌
「
建
築
士
」
掲
載
文
…
５ 

■
竹
中
大
工
道
具
館
「
水
車
大
工
展
」 

 

…
６ 

■
古
川
雑
木
林
の
伐
採 

 
 

 
 
 
 

…
６-

７ 

■
活
動
い
ろ
い
ろ 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

…
７ 

■
三
木
町
池
戸
郷
土
資
料
館
訪
問 

 

…
８ 

■
２
０
１
９
年
冬
春
活
動
記
録 

 
 

…
８ 

★
か
ま
ど
の
修
繕
２
０
１
８
年
９
月 

 
 

 
 

＊
古
い
か
ま
ど
を
修
理
し
て
い
る
「
友
の
会
」
の
高

見
さ
ん
と
香
川
さ
ん
の
お
二
人
。
水
車
場
で
生
活
し

て
い
た
高
原
家
が
昭
和
３
６
年
ま
で
使
っ
て
い
た 

題字 森佐知子 

カット平田真咲 

高原水車友の会 第６回総会（お知らせ） 

日時 20１９年５月１８日（土） 午後１時～４時  

会場 農協林支店二階広間会議室（水車から徒歩５分） 

議題 活動報告 友の会会員から 

会計報告 監査報告  

今後の活動計画（水車の維持と活用について） 

特別報告（予定） 

「髙原水車復元の今後＆―水車大工展をふり返って」 

野瀬秀拓氏（水車大工棟梁・福岡県久留米市） 

  「ブータン王国滞在記」 緒方正則氏 

    ♪♪♪―閉会後水車場にて見学と親睦会―♪♪♪ 

由良山と水車場全景   撮影佐藤勇さん 
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２ 

 

屋
根
瓦
と
軒
先
の
修
理 

（
２
０
１
８
年
１
２
月
） 

丸
瓦
で
葺
か
れ
た
長
屋
の
屋
根
や
藁
葺
き
屋
根
の
庇

が
傷
み
、
雨
漏
り
が
し
て
い
た
。
請
川
窯
業
さ
ん
の
丁

寧
な
工
事
で
、
昔
の
姿
が
蘇
っ
た
。   

 

林
小
学
校
３
年
生
の
水
車
見
学
会 

       

 

 

 

         

                  

瓦降ろし・選別洗浄・垂木取替・化粧野

地板・瓦再施工の工程。 

瓦に「池田邑喜代次」の刻印。 

庇の裏側は、元の通り竹と藁を組み合わ

せて復元してもらった。寒中、職人さん

が、稲藁を丁寧にすごいて準備していた。 

今
年
も
３
年
生
５
ク
ラ
ス

１
６
６
名
の
生
徒
さ
ん
が

地
域
学
習
の
た
め
に 

水
車
を
訪
問
し
て
熱
心
に

見
学
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

す
て
き
な
感
想
文
が 

た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。 
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３ 

 

古
い
道
具
、
石
う
す
を
く
わ
し
く
教
え
て
く

だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
高

原
水
車
の
図
形
を
説
明
す
る
と
き
、
ク
イ

ズ
に
あ
て
ら
れ
て
分
か
ら
な
か
っ
た
と

き
や
さ
し
く
ヒ
ン
ト
を
く
れ
た
の
で
分

か
り
ま
し
た
。
石
う
す
で
小
麦
を
ひ
い
て

い
る
と
こ
ろ
は
今
ま
で
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
実
さ
い
に
見
れ
て
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

林
小
学
校
３
年
生
の
み
な
さ
ん 

感
想
文
を
あ
り
が
と
う 

 
み
な
さ
ん
の
こ
と
ば
に
は
げ
ま
さ
れ
て 

い
ま
す
。
少
し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

                       

          

       

   

【事
前
に
い
た
だ
い
た
小
学
生
の
質
問
】 

 

１
．
水
車
を
ど
の
よ
う
に
直
し
た
の
か
。 

２
．
水
車
を
直
す
の
に
か
か
っ
た
時
間 

３
．
水
車
を
直
す
の
に
か
か
っ
た
費
用 

４
．
全
国
で
ど
の
く
ら
い
水
車
大
工
さ
ん
が
い
る
の 

か
（
香
川
県
に
い
る
の
か
） 

５
．
水
車
を
直
す
の
に
何
人
く
ら
い
の
大
工
さ
ん
が 

関
わ
っ
て
い
る
の
か
。 

６
．
香
川
県
に
水
車
が
３
４
８
基
も
あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ

高
原
水
車
ひ
と
つ
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
か
。 

７
．
水
車
は
一
日
に
何
回
く
ら
い
回
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。（
ど
の
く
ら
い
の
速
さ
で
回
る
か
） 

 

８
．
高
原
水
車
が
林
町
に
で
き
た
理
由 

９
．
高
原
水
車
で
働
く
人
の
願
い 

１
０
．
家
の
中
に
水
車
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。 

１
１
．
水
の
流
れ
る
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。
（
１
分
当
た

り
の
水
量
） 

 

１
２
．
昔
、
高
原
水
車
で
働
い
て
い
た
人
の
人
数 

１
３
．
一
日
に
ど
れ
く
ら
い
製
粉
で
き
る
か 

１
４
．
水
車
は
何
代
目
か
（
何
回
直
し
た
か
） 

１
５
．
一
日
に
何
人
く
ら
い
水
車
を
見
に
来
る
の
か 

１
６
．
高
原
水
車
に
あ
る
道
具
一
番
古
い
道
具
は
何 

１
７
．
水
車
を
作
る
の
に
ど
の
く
ら
い
部
品
が
あ
る
の
か
。

一
番
大
き
な
部
品
は
何
か 

１
８
．
水
車
の
重
さ
は
ど
の
く
ら
い
か
（
何
キ
ロ
） 

１
９
．
な
ぜ
「
水
車
」
と
い
う
の
か 

２
０
．
外
国
の
人
は
ど
の
く
ら
い
見
に
く
る
の
か 

２
１
．
働
い
て
い
る
人
の
人
数
は
何
人
か 

 

池
森
寛
先
生
や
野
瀬
大
工
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て

水
車
友
の
会
で
説
明
し
ま
し
た
。 

 

今
日
は
寒
い
中
、
水
車
の
こ
と

や
石
う
す
の
こ
と
な
ど
て
い

ね
い
に
お
し
え
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
車
は
ど
ん
な
物
か
分
か
り

ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。 

高
原
水
車
に
見
学
に
い
っ
て
む

か
し
の
道
具
が
何
か
分
か
っ
て
、

べ
ん
強
に
な
り
ま
し
た
。
高
原
水

車
を
林
の
町
の
た
か
ら
も
の
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。 

水
車
が
４
．
８
ｍ
も
あ
っ
た 

な
ん
て
と
思
い
、
ぼ
く
は
び 

っ
く
り
し
ま
し
た
。
水
車
に 

は
２
し
ゅ
る
い
の
水
車
が
あ 

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

石
う
す
で
す
り
つ
ぶ
し
て
皮
を
の
け
た 

こ
な
は
す
ご
く
ふ
わ
ふ
わ
だ
っ
た
の
で 

す
ご
い
な
と
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
水
車 

は
す
ご
く
大
き
く
て
ど
は
く
り
ょ
く
で
ビ 

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
や
く
４
．
８
メ
ー
ト 

ル
と
聞
い
て
、
そ
れ
と
横
は
、
や
く
６
５ 

セ
ン
チ
と
聞
い
て
す
ご
く
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。 

今
は
、
も
う
一
人
し
か
せ
ん
も
ん
の
大

工
さ
ん
が
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
水
車
の
重
さ
が
８
０
０
㎏
～

１
ｔ
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

水
車
が
、
は
ば
６
０
㎝
直
径
４
．
８

ｍ
で
、
す
ご
く
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
も
林
の
町
の
宝
物
の
高

原
水
車
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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４ 

 

愛
媛
県
内
子
町
石
畳
地
区
か
ら
見
学
と
交
流 

２
０
１
９
年
２
月
２
３
日 

 

 

 
 

 

 

           

          

     

    

    

 

恩師に縁のある方たちが訪問 

昭和 62（1987 年）「石畳を思う会」結成以来先進的な「村並み保存運動」を続けてこられた内子町石畳自

治会の方たちが、大型バスで高原水車を訪問。石畳地区では山間の地区に３つの水車小屋を復元し、平成

４年（1992 年）第 1 回水車まつり以来毎年 11 月 3 日に祭りを開催している。また農村体験宿泊施設「石

畳の宿」をオープンし、照葉樹の植栽など周辺整備を続け、ホタル学習会・自然観察会をおこない、環境

施策・近自然河川工法を学びにスイスへも研修に行くなど積極的な活動を続けている。「石畳地元学－あ

るもの探し」を実践しながら、みんなでメンテナンスをおこない、「加工部」を発足させ蕎麦づくり販売

など活動を広げ、ついに「美の里石畳地区・村並み保存活動」が、ユネスコの「プロジェクト未来遺産 2015」

に登録された。学び尽くせないほどの地域づくりの歴史を持った人たちだと思った。（平田） 

なつかしい人たちの訪問 

 高松高校 39 会同窓会 

2019 年 3 月 30 日 
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５ 

 

ま
ち
づ
く
り
賞
受
賞
（
日
本
建
築
士
会
連
合
会
選
考
） 

 

事
業
名
「
讃
岐
六
条
の
水
車
復
活
と
地
域
文
化
の
発
信
」 

受
賞
団
体 

香
川
県
高
松
市 

高
原
水
車
友
の
会 

発
表
者
：
久
保
勇
人
（
香
川
県
建
築
士
会
） 
平
田
恵

美
（
高
原
水
車
友
の
会
代
表
） 

雑
誌
「
建
築
士
」
２
０
１
９
年
３
月
号
に
掲
載 

 

水
車
復
活
へ
の
道
の
り 

か
つ
て
香
川
県
内
に
は
３
０
０
基
以
上
の
水
車
が

精
米
製
粉
用
動
力
と
し
て
産
業
の
一
つ
を
支
え
て
い

た
が
、
昭
和
２
０
年
前
後
を
境
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し

て
い
っ
た
。
讃
岐
平
野
の
中
央
、
高
松
市
六
条
町
に
１

０
０
年
以
上
の
稼
働
の
歴
史
を
持
ち
、
昔
の
姿
で
残
っ

て
い
た
高
原
水
車
（
た
か
は
ら
す
い
し
ゃ
）
の
精
米
製

粉
工
場
が
四
国
で
も
最
後
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
の

評
価
に
、
所
有
者
が
保
存
を
決
意
し
、
近
所
の
建
築
士

や
博
物
館
に
協
力
を
求
め
た
。 

２
０
１
１
年
か
ら
３
年
間
、
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資

料
館
の
調
査
が
入
り
、
そ
の
成
果
は
国
の
「
登
録
有
形

民
俗
文
化
財
」
と
し
て
実
を
結
ん
だ
。
そ
の
後
２
０
１

４
年
か
ら
、
近
隣
の
住
民
や
所
有
者
の
友
人
た
ち
を
中

心
に
「
高
原
水
車
友
の
会
」
が
発
足
し
、
伝
統
技
術
の

詰
ま
っ
た
木
造
水
車
を
保
存
す
る
活
動
が
始
ま
っ
た
。

水
車
の
復
元
に
は
、
専
門
の
水
車
大
工
の
参
加
が
不
可

欠
で
、
福
岡
県
久
留
米
市
か
ら
水
車
大
工
を
招
き
、
現

存
す
る
水
車
の
計
測
、
図
面
作
成
、
新
し
い
材
料
（
肥

松
材
）
の
調
達
、
新
し
い
部
材
の
作
製
に
と
り
組
ん
だ
。

そ
の
過
程
で
、
水
の
少
な
い
讃
岐
平
野
の
水
車
の
独
特

な
技
術
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
一
方
江
戸
時
代
以

来
経
年
劣
化
の
進
ん
だ
水
車
場
の
建
物
の
修
復
に
は
、

建
築
士
仲
間
を
中
心
に
大
工
の
協
力
で
図
面
作
成
、
修

理
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
水
車
水
路
の
石
垣
積

み
直
し
や
屋
根
瓦
修
繕
も
建
築
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
県
内
の
石
材
業
者
や
屋
根
師
の
参
加
協
力
を
得
て

調
査
を
行
い
な
が
ら
丁
寧
に
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。 

古
い
水
車
の
解
体
と
新
造 

調
査
開
始
か
ら
７
年
目
に
古
い
水
車
の
解
体
（
２
０

１
０
７
年
１
２
月
）
と
新
し
い
水
車
の
組
立
（
２
０
１

８
年
２
月
）
が
実
現
し
た
。
昭
和
４
２
年
（
１
９
６
７
）

に
作
ら
れ
た
古
い
水
車
は
ひ
ど
く
傷
ん
で
い
た
が
、
木

製
の
栓
木
を
丁
寧
に
抜
い
て
解
体
し
水
輪
の
ユ
ニ
ッ

ト
や
ク
モ
手
、
か
ら
め
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
動
態
保
存
に
向
け
て
新
し
い
水
車
を
製
作
し
組

み
立
て
、
元
の
位
置
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
水
路
か
ら
流
れ
込
む
水
を
受
け
て
水
車
は
回
り

始
め
た
。
高
松
の
地
元
の
若
手
大
工
や
木
工
職
人
、
素

人
な
が
ら
３
０
人
近
く
の
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
の
協

働
作
業
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き

歯
車
・
石
臼
な
ど
関
連
装
置
の
復
元
作
業
や
建
物
の
修

理
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

地
域
の
宝
と
な
る
た
め
に 

 

最
初
は
、
宣
伝
す
る
こ
と
も
な
く
静
か
に
活
動
し
て

い
た
が
、
今
は
、
毎
月
の
公
開
日
に
は
多
く
の
見
学
者

を
迎
え
て
い
る
。
地
区
の
小
学
生
の
地
域
学
習
、
周
辺

地
区
の
歴
史
探
訪
会
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
メ
デ
ィ
ア

の
取
材
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
水
車
場
と
な
っ
て
い
る
。

水
車
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
お
琴
や
民
謡
を
楽
し
む
夕

べ
も
催
す
こ
と
が
で
き
た
。
集
い
の
場
と
し
て
様
々
な

活
用
を
考
え
た
い
。
木
造
水
車
か
ら
見
え
る
ア
ナ
ロ
グ

な
技
術
は
自
然
と
の
共
存
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

子
供
達
に
は
新
鮮
で
、
大
人
に
は
懐
か
し
い
原
風
景
を

提
供
し
て
い
る
。
水
車
場
の
立
地
す
る
周
辺
の
地
形
と

景
観
を
と
も
に
保
存
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

ま
だ
水
車
に
連
動
す
る
装
置
は
完
成
し
て
い
な
い

が
、
粉
を
碾
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
仕
事
を
す
る
水
車

を
見
学
体
験
し
て
も
ら
え
る
日
も
近
い
。
市
内
に
は
、

水
車
は
と
っ
く
に
撤
去
し
た
が
、
水
路
や
石
臼
が
残
っ

て
い
る
所
も
あ
る
。
水
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
。 

○まちづくり大賞 ・加賀のまちづくり

（加賀まちづくり協議会東京都板橋区）   

○まちづくり優秀賞 ・三春台の道に愛

称をつける会 ・建築の学びで地域を笑

顔に（宮津高校建築科）        

○まちづくり賞 ・浦安旧漁村の住文化

の継承 ・岐阜県建築士会「福祉まちづ

くり建築士」 ・まちを将来世代につな

ぐ集合住宅プロジェクト（神山つなぐ公

社） ・高原水車友の会 ・青山ビーチ

パーク    
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昨
年
の
台
風
で
木
が
倒
れ
、
旧

古
川
雑
木
林
の
伐
採
が
必
要
と

な
っ
た
。
大
切
な
樹
木
だ
が
、

高
さ
を
決
め
て
伐
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

（
上
）

と
（
左
）

の
写
真

は
伐
採

前
の
景

観
。 

  

   

★
２
０
１
９
年
３
月
２
１
日
か
ら
数
日
間
、
高
松
市
土

地
改
良
課
の
管
理
で
始
ま
っ
た
樹
木
の
伐
採
作
業
。 

企画展示「水車大工―水力エネルギーをデザインする」 

公益財団法人竹中大工道具館（最寄駅 新幹線新神戸駅）１Ｆにて 2019.3.30-5.12 まで開催 

地下２階にて高原水車の解体組立映像公開 野瀬建設協力 

 

高原水車の構造模型 歯車と石臼 常設展の一部 

日
本
で
唯
一
の
大
工
道
具
の
博
物
館
で
す 

古
川
雑
木
林
の
伐
採 
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古川の自然堤防の役目を持つ雑木林だが、墓地への被

害を避けるために必要な作業だった。高さ約５メート

ルに伐った。 

活
動
い
ろ
い
ろ 

２０１９年１月２６日水車公開日  竹中大工道具館展覧会へ歯車搬出  たき火で暖をとる  
 

大
師
麦
畑 

種
子
協
力 

太
田
様 

多度津の方から雛人形を御寄贈いただき、

水車場和室で雛祭り。 

す
っ
か
り
姿
を
変
え

た
旧
古
川
沿
い
薮
の

雑
木
林
。
か
つ
て
は
木

の
上
で
小
屋
を
造
っ

て
遊
ん
だ
こ
と
も
。 

昔の村のメインストリート 

蕎麦脱穀（上） 

大師麦種蒔き（左） 

 

1 月 28 日岡山方面からパン・うどん

など、粉の事業関係者が水車見学 
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三
木
町
池
戸
公
民
館
訪
問 

３
月
１
３
日 

 

  

 

             

大正時代の洋風建築「旧木田郡役所建

物」が公民館として保存されている。 

郷土資料展示室には昔の生活がわかりや

すく常設展示されている。郷土史に詳しい

千葉幸伸先生に説明していただいた。 

２
０
１
９
年
冬
春 

活
動
報
告
（概
略
） 

２
０
１
８
年 

１
２
／
１
９ 

・
林
小
学
校
３
年
生
５
ク
ラ
ス
１
６
６
名
が 

水
車
見
学 

・
友
の
会
で
大
師
麦
（
モ
チ
麦
）
を
播
種 

・
蕎
麦
の
脱
穀
収
穫 

２
０
１
９
年 

１
／
２
６ 

・
竹
中
大
工
道
具
館
へ
水
車
歯
車
搬
出 

１
／
２
８ 

・
岡
山
か
ら
パ
ン
・
う
ど
ん
な
ど
粉
関
係 

業
者
の
方
々
が
水
車
見
学
交
流 

２
／
２
３ 

・
愛
媛
県
内
子
石
畳
地
区
自
治
会
３
３
名 

バ
ス
で
来
訪
、
水
車
見
学
と
交
流
会 

３
／
１
３ 

・
三
木
町
池
戸
公
民
館
郷
土
資
料
館
見
学 

 
 
 
 
 

３
／
２
０ 

・
竹
中
大
工
道
具
館
へ
水
車
ユ
ニ
ッ
ト
搬
出 

３
／
３
０ 

 

・
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
１
１
名
見
学 

・
高
松
高
校
３
９
会
（
２
２
名
）
水
車
場
で

同
窓
会 

・
竹
中
大
工
道
具
館
で
「
水
車
大
工
」
展
示

始
ま
る
。
高
松
市
内
各
所
へ
チ
ラ
シ
配
布 

４
／
２
０ 

 

・
竹
中
大
工
道
具
館
「
水
車
大
工
」
展
示
と 

講
演
会
に
参
加
（
予
定
） 

４
／
２
７ 

 

・
多
度
津
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
高
見
島 

さ
ざ
え
隊
」
が
見
学
・
交
流
（
予
定
） 

 

高
原
水
車
友
の
会 

連
絡
先 

 
 

０
８
７
７
（３
３
）４
６
０
１ 

堀
家 


